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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成24年11月15日(2012.11.15)

【公開番号】特開2010-134450(P2010-134450A)
【公開日】平成22年6月17日(2010.6.17)
【年通号数】公開・登録公報2010-024
【出願番号】特願2009-250771(P2009-250771)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  21/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ  21/00    　　　　
   Ｇ０２Ｂ   7/02    　　　Ｅ
   Ｇ０２Ｂ   7/02    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成24年9月28日(2012.9.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
  顕微鏡本体に着脱可能に装着され、顕微鏡本体に装着された対物レンズから入射した光
束を反射させる中間鏡筒と、中間鏡筒に着脱可能に装着され、中間鏡筒によって反射され
た光束が入射する鏡筒とを備えた鏡筒装置において、
  前記中間鏡筒は、顕微鏡本体に装着され、対物レンズから入射した光束を反射させて第
１の略水平方向に折り返す第１の反射光学系と前記第１の略水平方向に折り返された光束
をさらに第２の略水平方向に折り返す第２の反射光学系とを備えた固定部と、固定部に水
平移動可能に装着され、前記第２の略水平方向に折り返えされた光束を反射させて略垂直
方向に折り返す反射部材を備えた水平移動部と、水平移動部に昇降移動可能に装着され、
略垂直方向に折り返された光束を鏡筒に入射させる鉛直移動部とを有し、前記鏡筒は、中
間鏡筒に装着された鏡筒本体と、鏡筒本体に回転可能に取り付けられ、接眼レンズが装着
される回転移動部と、回転移動部の回転軸に設けられ、回転移動部と連動し、回転移動部
の回転角度の二分の一だけ回転する反射部材とを有することを特徴とする鏡筒装置。
【請求項２】
  前記中間鏡筒は、前記接眼レンズの光軸が水平方向に対して観察者側に下がるように傾
けた状態で装着される装着部を有することを特徴とする請求項１に記載の鏡筒装置。
【請求項３】
  前記回転移動部は、前記接眼レンズの光軸が水平方向に対して観察者側に下がる状態に
なるまで回転するように取り付けられたことを特徴とする請求項１または２に記載の鏡筒
装置。
【請求項４】
  顕微鏡本体と、顕微鏡本体に着脱可能に装着され、顕微鏡本体に装着された対物レンズ
から入射した光束が入射する鏡筒と、接眼レンズとを備えた顕微鏡において、
  前記顕微鏡本体が、前記接眼レンズの光軸が水平方向に対して観察者側に下がる状態と
なるように傾けて形成され、鏡筒が装着される台座を有するとともに、前記鏡筒が、前記
台座に装着される鏡筒本体と、鏡筒本体に回転可能に取り付けられ、前記接眼レンズが装
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着される回転移動部と、回転移動部の回転軸に設けられ、回転移動部と連動し、回転移動
部の回転角度の二分の一だけ回転する反射部材とを有することを特徴とする顕微鏡。
【請求項５】
　顕微鏡本体と鏡筒との間に着脱可能に装着され、顕微鏡本体に装着された対物レンズか
ら入射した光束を反射させ、鏡筒に入射させる中間鏡筒装置において、
  顕微鏡本体に装着され、対物レンズから入射した光束を反射させて略水平方向に折り返
す反射光学系を備えた固定部と、
  固定部に水平移動可能に装着され、水平方向に折り返された光束を反射させて略垂直方
向に折り返す反射部材を備えた水平移動部と、
  水平移動部に昇降移動可能に装着され、略垂直方向に折り返された光束を鏡筒に入射さ
せる鉛直移動部と
を備えたことを特徴とする中間鏡筒装置。
【請求項６】
  前記固定部は、
  対物レンズから入射した光束を結像させる第一リレーレンズと、
  該第一リレーレンズによって結像したリレー像を平行光束にする第二リレーレンズと
  を備えたことを特徴とする請求項５に記載の中間鏡筒装置。
【請求項７】
  前記第一リレーレンズと前記第二リレーレンズとの間であって、前記第一リレーレンズ
の焦点面以外の位置に前記反射光学系を構成する少なくとも一の反射部材を配設したこと
を特徴とする請求項６に記載の中間鏡筒装置。
【請求項８】
  前記反射光学系は、四以上の反射部材で構成された像反転光学系であることを特徴とす
る請求項５～７のいずれか一つに記載の中間鏡筒装置。
【請求項９】
  前記固定部にガイド部材を備えるとともに、前記水平移動部にガイド部材にガイドされ
る被ガイド部材を設けたことを特徴とする請求項５に記載の中間鏡筒装置。
【請求項１０】
  前記水平移動部と前記鉛直移動部との間には、水平移動部または鉛直移動部のいずれか
一方に螺合され、回転させることにより軸方向に移動するネジを備えたことを特徴とする
請求項５に記載の中間鏡筒装置。
【請求項１１】
  前記水平移動部と前記鉛直移動部との間には、相互に対向するリンク棒が平行となるよ
うに連結され、鉛直移動部を昇降移動させるリンク機構を備えたことを特徴とする請求項
５に記載の中間鏡筒装置。
【請求項１２】
  前記水平移動部と前記鉛直移動部との間には、水平移動部または鉛直移動部のいずれか
一方に固定されたラックギアと、いずれか他方に回転可能に取り付けられたピニオンギア
とを備えたことを特徴とする請求項５に記載の中間鏡筒装置。
【請求項１３】
  前記水平移動部と前記鉛直移動部とを連動させる連動機構を備えたことを特徴とする請
求項５～８のいずれか一つに記載の中間鏡筒装置。
【請求項１４】
  前記連動機構は、観察者の観察姿勢の変化により移動する眼の位置にアイポイントが追
従するように、水平移動部と鉛直移動部とを連動させることを特徴とする請求項１３に記
載の中間鏡筒装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００１０】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明の鏡筒装置は、顕微鏡本体に着
脱可能に装着され、顕微鏡本体に装着された対物レンズから入射した光束を反射させる中
間鏡筒と、中間鏡筒に着脱可能に装着され、中間鏡筒によって反射された光束が入射する
鏡筒とを備えた鏡筒装置において、前記中間鏡筒は、顕微鏡本体に装着され、対物レンズ
から入射した光束を反射させて第１の略水平方向に折り返す第１の反射光学系と前記第１
の略水平方向に折り返された光束をさらに第２の略水平方向に折り返す第２の反射光学系
とを備えた固定部と、固定部に水平移動可能に装着され、前記第２の略水平方向に折り返
えされた光束を反射させて略垂直方向に折り返す反射部材を備えた水平移動部と、水平移
動部に昇降移動可能に装着され、略垂直方向に折り返された光束を鏡筒に入射させる鉛直
移動部とを有し、前記鏡筒は、中間鏡筒に装着された鏡筒本体と、鏡筒本体に回転可能に
取り付けられ、接眼レンズが装着される回転移動部と、回転移動部の回転軸に設けられ、
回転移動部と連動し、回転移動部の回転角度の二分の一だけ回転する反射部材とを有する
ことを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　また、本発明の顕微鏡は、顕微鏡本体と、顕微鏡本体に着脱可能に装着され、顕微鏡本
体に装着された対物レンズから入射した光束が入射する鏡筒と、接眼レンズとを備えた顕
微鏡において、前記顕微鏡本体が、前記接眼レンズの光軸が水平方向に対して観察者側に
下がる状態となるように傾けて形成され、鏡筒が装着される台座を有するとともに、前記
鏡筒が、前記台座に装着される鏡筒本体と、鏡筒本体に回転可能に取り付けられ、前記接
眼レンズが装着される回転移動部と、回転移動部の回転軸に設けられ、回転移動部と連動
し、回転移動部の回転角度の二分の一だけ回転する反射部材とを有することを特徴とする
。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　また、本発明の中間鏡筒装置は、顕微鏡本体と鏡筒との間に着脱可能に装着され、顕微
鏡本体に装着された対物レンズから入射した光束を反射させ、鏡筒に入射させる中間鏡筒
装置において、顕微鏡本体に装着され、対物レンズから入射した光束を反射させて略水平
方向に折り返す反射光学系を備えた固定部と、固定部に水平移動可能に装着され、水平方
向に折り返された光束を反射させて略垂直方向に折り返す反射部材を備えた水平移動部と
、水平移動部に昇降移動可能に装着され、略垂直方向に折り返された光束を鏡筒に入射さ
せる鉛直移動部とを備えたことを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
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【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
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